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稲
穂
が
、大
き
く 
頭 
を
垂
れ
る
実
り
の
秋
。
市
内
各
地
で
、

こ
う
べ

稲
刈
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
座
間
小
学
校
五
年
生
の
児
童
百
八
十
三
人

が
、
鎌
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
稲
は
、
六
月
に
児
童
自
身
が
植
え
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

一
連
の
稲
作
体
験
は
、「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
の
一
環
と

し
て
、「
労
働
の
大
切
さ
」
や
「
生
産
の
喜
び
」
を
学
ぶ
た

め
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
三
百
六

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
二
月
の
も
ち
つ
き
大
会
で
、
全
校
児

童
に
振
る
舞
わ
れ
、
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
で
は
、「
水
鳥
の
池
」
の

「
掻
   

い
掘
り
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
掻
い
掘
り
は
本
来
、

か

農
業
用
た
め
池
の
水
を
抜
き
出
し
、
掃
除
を
兼
ね
て
魚
捕
り

な
ど
を
行
う
農
村
の
伝
統
行
事
で
す
が
、
今
回
の
掻
い
掘
り

は
、
本
格
的
な
野
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
コ
イ
や
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
外
来
生
物
を
捕
獲
し
、
池
本
来
の
生
態

系
に
戻
す
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

冬
を
間
近
に
控
え
、深
ま
り
ゆ
く
秋
の
情
景
。
皆
さ
ん
も
、

身
近
に
あ
る
秋
の
景
色
を
探
し
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

深深深深深深深深深深深
ままままままままままま
りりりりりりりりりりり
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
くくくくくくくくくくく

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
ののののののののののの
情情情情情情情情情情情
景景景景景景景景景景景

▲魚とエビが
合わせて１万

匹！！　

　谷戸山公園
の「掻い掘り

2000」

 
カ
エ
ル
や
イ
ナ
ゴ
に
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
！ 
の
稲
刈
り
体
験

本
紙
十
月
十
五
日
号
一
面
「
当
選
議
員

の
紹
介
」
の
記
事
中
、
木
村
正
博
議
員

の
住
所
「
ひ
ば
り
が
丘
四
丁
目
」
と
あ

る
の
は
、「
ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目
」
の
誤

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お わ び

束ねた稲の掛け干しにも挑戦
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地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
、
学
校
保
健
の

充
実
に
寄
与
。

○
杉
山
英
二
さ
ん

相
模
が
丘
五
丁
目

　

薬
剤
師
と
し
て
保
健
医
療
に
尽

力
さ
れ
、
健
康
管
理
体
制
の
充
実

に
寄
与
。

◎
都
市
環
境
関
係

○
座
間
市
に
緑
を
育
て
る
市
民
の

会

　

緑
を
守
り
育
て
る
活
動
を
積
極

的
に
展
開
さ
れ
、
自
然
環
境
の
保

全
と
緑
化
の
推
進
に
寄
与
。

◎
教
育
文
化
関
係

○
水
澤
加
奈
子
さ
ん

相
模
が
丘
二
丁
目

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
に
取

り
組
ま
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
寄
与
。

○
小
河
原
惠
美
子
さ
ん

栗
原
中
央
四
丁
目

　

青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
。

○
（
故
）
田
中
勇
さ
ん

ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目

　

青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
。

◎
市
民
生
活
関
係

○
元
松
正
男
さ
ん

相
武
台
三
丁
目

　

去
る
十
月
十
三
日
か
ら
十
五
日

ま
で
、
市
民
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
「
青
少
年
創
意
く

ふ
う
展
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
工
夫
を
凝
ら
し
た

応
募
作
品
百
六
十
点
の
中
か
ら
、

次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
市
長
賞
＝
「
雨
ふ
り
お
し
ら
せ

機
」
瀬
戸
航
平
（
相
模
が
丘
小
六

年
）
▽
教
育
長
賞
＝
「
ウ
ロ
コ
が

　

自
治
会
長
と
し
て
地
域
自
治
活

動
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
。

◎
消
防
関
係

○
坂
本
文
彦
さ
ん

相
模
が
丘
三
丁
目

　

消
防
団
員
と
し
て
消
防
活
動
に

尽
力
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

◎
教
育
文
化
関
係

○
野
口
卓
司
さ
ん

相
模
が
丘
二
丁
目

　

体
育
指
導
委
員
と
し
て
社
会
体

育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与
。

◎
市
議
会
関
係

○
山
口
幸
三
さ
ん

四
ツ
谷

　

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任
を

尽
く
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

○
及
川
明
雄
さ
ん

さ
が
み
野
二
丁
目

　

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任
を

尽
く
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

○
�
川
昌
主
さ
ん

小
松
原
一
丁
目

　

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任
を

尽
く
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

○
和
田
春
吉
さ
ん

座
間
二
丁
目

　

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任
を

尽
く
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

○
飯
島
馨
さ
ん

東
原
二
丁
目

　

市
議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任
を

尽
く
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

◎
行
政
関
係

○
宮
川
永
さ
ん

入
谷
一
丁
目

　

市
識
見
（
代
表
）
監
査
委
員
と

し
て
地
方
自
治
の
健
全
な
運
営
に

尽
力
さ
れ
、市
政
の
進
展
に
寄
与
。

○
鹿
野
一
人
さ
ん

座
間
一
丁
目

　

市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与
。

○
入
部
昇
さ
ん

入
谷
三
丁
目

　

市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与
。

◎
市
民
生
活
関
係

○
井
上
和
夫
さ
ん

相
模
が
丘
四
丁
目

　

地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力

さ
れ
、住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
。

◎
保
健
医
療
関
係

○
降
矢
和
夫
さ
ん

相
武
台
三
丁
目

　

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
平
成
十
二
年
度
市
交
通

安
全
推
進
大
会
」
が
、
去
る
十
月

二
十
一
日
に
市
民
文
化
会
館
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
団
体
な
ど
約
四

　

菊
花
の
香
る
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
、
市
政

の
振
興
や
公
共
の
福
祉
、
文
化
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の

は
、
市
民
生
活
を
は
じ
め
、
保
健
医
療
、
都
市
環
境
、

教
育
文
化
、
消
防
な
ど
、
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

十
七
氏
一
団
体
。
式
典
で
は
、
星
野
市
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

担
当　
　
　
　

秘
書
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
５
４
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

文 の化 日

一
般
表
彰

自
治
功
労
表
彰

青
少
年

創
意
く
ふ
う
展

第２５回

飛
び
散
ら
な
い
魚
の
ウ
ロ
コ
取

り
」
関
根
麻
奈
美
（
入
谷
小
三
年
）

▽
商
工
会
長
賞
＝
「
ど
こ
で
も
身

長
測
定
機
」
田
代
卓
巳
（
座
間
中

二
年
）
▽
工
業
会
長
賞
＝
「
太
陽

熱
温
水
器
」
渡
辺
知
彦
（
中
原
小

五
年
）
▽
企
業
賞
＝
「
回
転
ブ
ラ

ン
コ
」
木
村
就
美
（
相
武
台
東
小

三
年
）▽
優
良
賞
＝
吉
川
和
泰（
座

間
小
二
年
）、
杉
山
道
（
中
原
小
四

年
）、
杉
山
ち
し
お
（
中
原
小
六

藤
諒
（
中
原
小
六
年
）

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

年
）、
半
場
博
和
（
栗
原
中
一

年
）、
園
田
績
也
（
相
模
中
一

年
）
▽
佳
良
賞
＝
三
浦
み
な

み
（
座
間
小
一
年
）、
小
林
祐

介
（
相
武
台
東
小
二
年
）、
岩

堀
慧
太
（
座
間
小
三
年
）、
藤

尾
明
日
香
（
相
模
野
小
三

年
）、
若
松
紘
平
（
座
間
小
四

年
）、
久
保
雄
也
（
ひ
ば
り
が

丘
小
四
年
）、
小
林
愛
実
（
立

野
台
小
四
年
）、
小
林
大
泰

（
入
谷
小
四
年
）、江
尻
光
千

帆
（
座
間
小
五
年
）、
谷
本
ゆ

か
り
（
座
間
小
五
年
）、
柿
沼

辰
昌
（
立
野
台
小
六
年
）、
斉

百
人
が
参
加
。
交
通
事
故
の
犠
牲

者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
交

通
安
全
功
労
者
と
、
先
に
募
集
し

●
交
通
事
故
の
撲
滅
を
願
い
●

　

交
通
安
全
推
進
大
会
が
盛
大
に

た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
お
よ

び
交
通
安
全
標
語
の
入
賞
者

に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
交
通
安
全
功
労
表
彰
】

▽
青
木
照
子
（
小
松
原
一
丁

目
）
▽
新
田
久
夫
（
座
間
二

丁
目
）
▽
山
寺
一
（
座
間
一

丁
目
）
▽
金
子
重
勝
（
座
間

一
丁
目
）
▽
奥
津
利
雄
（
座

間
一
丁
目
）▽
�
池
惠
一（
座

間
一
丁
目
）
▽
藤
村
盛
（
入

谷
五
丁
目
）▽
伊
藤
良
一（
新

田
宿
）
▽
長
谷
川
磯
吉
（
緑

ケ
丘
二
丁
目
）
▽
白
垣
清
治

（
ひ
ば
り
が
丘
五
丁
目
）
▽

渡
�
八
郎
（
東
原
四
丁
目
）

▽
伊
藤
義
之（
東
原
四
丁
目
）

▽
伊
藤
三
郎
（
栗
原
中
央
六

丁
目
）
▽
川
�
一
豊
（
緑
ケ

丘
一
丁
目
）▽
金
子
秀
�（
ひ

ば
り
が
丘
三
丁
目
）
▽
中
原
春
樹

（
厚
木
市
）
▽
漆
原
尋
子
（
入
谷

三
丁
目
）
▽
五
十
嵐
愛
子
（
大
和

市
）
▽
本
多
理
恵
（
新
田
宿
）
▽

株
式
会
社
カ
ナ
モ
ク

【
交
通
安
全
功
労
感
謝
】

▽
株
式
会
社
厚
木
自
動
車
学
校
▽

社
団
法
人
大
和
法
人
会
▽
日
産
自

動
車
株
式
会
社
座
間
事
業
所

【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
】

☆
最
優
秀　

渡
辺
幸
菊
（
相
武
台

東
小
六
年
）

☆
優
秀　

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

＝
石
上
慧
（
中
原
小
二
年
）
▽
同

中
学
年
の
部
＝
中
村
栄
美
（
東
原

小
四
年
）
▽
同
高
学
年
の
部
＝
小

代
恭
平
（
栗
原
小
六
年
）
▽
中
学

生
の
部
＝
種
村
早
佑
梨
（
南
中
一

年
）、
渡
辺
愛
理
（
座
間
中
三
年
）

【
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
標
語
】

☆
最
優
秀　

武
井
茉
梨
亜
（
栗
原

小
二
年
）

☆
優
秀　

▽
小
学
生
の
部
＝
井
上

亜
耶
（
座
間
小
四
年
）、
斎
藤
拓
実

（
座
間
小
五
年
）
▽
一
般
の
部
＝

山
田
昇
（
相
模
が
丘
四
丁
目
）

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

市政功労者 　  を表彰１７氏
１団体

�
渡
辺
幸
菊
さ
ん
の
作
品

�
武
井
茉
梨
亜
さ
ん
の
作
品
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水道水１立方メートル当たりの価格

　地下水（一部県より受水）をくみあげ、皆さんの家庭に水を送るま
での生産コストを給水原価といいます。また、水を供給したときの販
売価格を供給単価と呼んでいます。この二つは、水道事業会計の経営
に大きな影響を持っており、経営状況を判断する上での目安となりま
す。
　給水原価は、１立方�当たり１１２円５３銭（内訳はグラフ）、供給単価
は１２１円３６銭で、給水原価と供給単価の差額は８円８３銭でした。

給水原価の内訳�
１１2円53銭（１立方メートル当たり）�

そ　の　他　10円98銭（　9．76％）�

委　託　料　１1円86銭（10．54％）�
受　水　費　　５円60銭（　4．98％）�

修　繕　費　１１円60銭（１０．31％）�

動　力　費　　7円58銭（　6．74％）�

給　与　費　２0円８7銭（18．54％）�

支払利息　１０円57銭（　9．39％）�

減価償却費　33円４7銭（２9．74％）�

（円）�

平成7 8 9 10

給水原価�

供給単価�

給水原価と供給単価�

１1（年度）�

１２５�

１２０�

１１５�

１１０�

１０５�

１００�

１21．36

１12．53１０７．６５�

１１３．１６�

１０４．２２�

１１９．５７�

１１９．８１�

１０４．８５�

１１２．４４�

１０５．３１�

　

一
方
、
費
用
の
合
計
は
、
十
六

億
三
千
五
百
十
万
八
千
円
。
内
訳

は
、
原
水
浄
水
配
水
及
び
給
水
費

（
地
下
水
を
く
み
あ
げ
家
庭
に
送

る
費
用
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

減
価
償
却
費
、
総
係
費
（
企
業
を

管
理
す
る
費
用
）
な
ど
と
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
費
用
を
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、
一
億
三
百
九
十
四

万
六
千
円
、六
・
〇
�
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
水
浄
水

配
水
及
び
給
水
費
、
総
係
費
お
よ

び
資
産
減
耗
費
な
ど
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
収
支
の
決
算
は
、
下
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
の
合
計
は
、
二
億
八
千
五

百
六
万
三
千
円
。
内
容
は
、
負
担

金
な
ど
と
補
助
金
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
八
千
九
十
六
万
三
千

円
、二
二
・
一
�
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
支
出
の
合
計
は
、
八
億

九
千
九
百
四
十
三
万
円
で
、
配
水

設
備
工
事
費
が
全
体
の
八
四
・
五

㌫
を
占
め
、
次
い
で
企
業
債
償
還

金
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
一
億
六
百
九
十
二

万
五
千
円
、
一
〇
・
六
�
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
配
水

設
備
工
事
費
の
工
事
請
負
費
、
同

負
担
金
の
減
少
な
ど
が
主
な
原
因

で
す
。

　

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
、
六
億

一
千
四
百
三
十
六
万
七
千
円
に
つ

い
て
は
、
減
債
積
立
金
な
ど
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
年
度
末
企
業
債
の
未

償
還
元
金
お
よ
び
利
息
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　

当
年
度
に
お
け
る
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
納
付
額
は
、
三

千
八
百
二
十
六
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

替
え
な
ど
を
五
千
八
百
八
十
三
・

二
�
行
い
、
そ
の
中
で
石
綿
管
四

千
九
百
二
十
七
・
三
�
を
除
去
し
、

石
綿
管
除
去
率
は
九
二
・
八
㌫
に

達
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
整
備
工
事
で
す
が
、

第
三
水
源
ポ
ン
プ
所
受
変
電
設
備

の
更
新
な
ど
、
主
に
電
気
設
備
関

連
の
更
新
、
改
良
な
ど
の
工
事
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

生
活
に
不
可
欠
な
安
全
で
安
定
し

た
水
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も

に
、
企
業
会
計
と
し
て
の
経
営
感

覚
を
持
ち
、
効
率
的
な
事
業
運
営

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
水
道
法
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
を
受
け
て
市
が
独
自
に
経
営

す
る
企
業
で
す
。
こ
の
た
め
、
会

計
は
水
道
料
金
な
ど
に
よ
る
給
水

事
業
を
行
う
収
益
的
収
支
と
、
施

設
の
整
備
拡
充
な
ど
を
行
う
資
本

的
収
支
の
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
の
決
算
は
、
右
下

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
益
の
合
計
は
、
十
八
億
七
千

百
五
十
九
万
九
千
円
。
内
訳
は
、

水
道
料
金
が
全
体
の
九
三
・
四
�

を
占
め
、
次
い
で
受
託
料
、
雑
収

益
、
一
般
給
水
工
事
収
益
、
預
金

利
息
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
収

益
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
千

九
百
八
万
六
千
円
、一
・
〇
�
の
微

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
（
普
及
率
九
九
・
七
�
）
で
、

使
用
者
一
人
に
つ
き
一
日
平
均
三

百
十
五
�
の
水
道
水
を
供
給
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
地
下
水
の
状
況
で
す

が
、
平
成
十
一
年
四
月
十
五
日
に

Ａ
・
１
号
地
下
水
位
観
測
用
井
戸

で
マ
イ
ナ
ス
十
八
・
九
二
�
の
最

低
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

水
位
も
上
昇
し
安
心
で
き
る
水
準

で
推
移
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、施
設
の
整
備
面
で
す
が
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
配
水
管

の
石
綿
管
か
ら
鋳
鉄
管
へ
の
布
設

　

先
の
八
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
十
一
年
度
水
道
事
業
会

計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
を
除
く
決
算
額
は
、
収
入
総
額
二
十
一
億
五
千
六
百
六
十

六
万
二
千
円
、
支
出
総
額
二
十
五
億
三
千
四
百
五
十
三
万
八

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
事
業
の
概
要
と
収
支

決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
の
金
額

は
、
千
円
未
満
四
捨
五
入
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
道
部
業
務
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
５
１
３

�
０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

資
本
的
収
支
の
決
算

収
益
的
収
支
の
決
算

水
道
事
業
の
決
算
報
告

資本的収支決算�

収　入�
２億8，506万3千円�

支　出�
8億9，943万円�

企業債償還金�
１億2，255万7千円�
13．６％�

配水設備工事費�
7億5，953万2千円�

84．5％�

工事負担金�
1億1，348万5千円�

39．8％�

メーター費�
１，026万5千円　1．1％�

固定資産購入費�
707万6千円�
0．8％�

固定資産売却代金�
40万６千円�

０．１％�

補助金�
144万7千円�
0．5％�

水源開発費等負担金�
１億6，972万5千円�

59．6％�

収益的収支決算�

�

一般給水工事収益�
1，924万6千円　１．0％�
� その他　　　�

360万1千円�
０．2％�

預金利息�
765万9千円　０．4％�

収　益�
１8億7，１59万9千円�

費　用�
１６億3，510万8千円�

水道料金�
１7億4，805万9千円�

９3．4％�

支払利息　　　　�
１億５，223万５千円�

９．3％�

その他　4，277万4千円�
2．6％�

資産減耗費　2，654万1千円�
1．6％�

総係費�
2億7，503万7千円�

16．8％�

減価償却費�
４億8，208万4千円�

２9．5％�
�

原水浄水配水　　　�
及び給水費　�

６億5，643万7千円�
４0．2％�

受託料�
6，027万６千円�
3．2％�

雑収益�
3，275万8千円　1．８％�

平成１１年度末の未償還元金および利息

平成１１年度中の主な工事（消費税込み）

計利 息未償還元金借 入 額借 入 先

千円

２，５２４，８７１
千円

７４９，４２０
千円

１，７７５，４５１
千円

２，６５４，５００
大 蔵 省
資金運用部

１，５８７，５５６４６２，６６２１，１２４，８９４１，８０８，５００
公 営 企 業
金 融 公 庫

４，１１２，４２７１，２１２，０８２２，９００，３４５４，４６３，０００計

工事費工事内容工事場所工　事　名

１６４，３１７
非常用発電設備の
更新

東原１丁目１－１
（第２配水場）

平成１０年度第２配
水場非常用発電設
備更新工事

１１８，６９７受変電設備の更新
栗原１９１１（第
３水源ポン
プ所）

第３水源ポンプ所
受変電設備更新工
事

４８，０３９電気設備改良工事
座間１丁目
１９００－１先

深井戸４号井
電気設備改良工事

３１，０８３
ダクタイル鋳鉄管
�１００延長５３１.７ｍ

東原４丁目
５２８８先

市道１３７３号線外
配水管布設替工事

１７，６４５
ダクタイル鋳鉄管
�１００延長３００.０ｍ

ひばりが丘
３丁目
６９１－３８先

市道１１５４号線外
配水管布設替工事

千円

　

平
成
十
一
年
度
に
お
け
る
年
間

給
水
量
は
、
千
四
百
四
十
万
三
千

六
百
六
十
立
方
�
。
年
度
末
給
水

人
口
は
、
十
二
万
四
千
九
百
九
十

平成

１１年度
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Ⅲ
◆
重
点
改
革
、改
善
事
項

Ⅳ
◆
実
行
計
画
の
策
定
と
進
行
管
理

●
行
政
改
革
大
綱
の
趣
旨

●
将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権

型
の
行
財
政
運
営
の
推
進

●
市
民
と
協
力
し
て
進
め

る
市
政
の
確
立

地
域
や
市
民
が
担
え
る
も
の
な
ど

に
つ
い
て
、
行
政
の
「
責
任
領
域
」

に
も
留
意
し
な
が
ら
、
従
来
の
考

え
方
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

行
政
の
「
役
割
分
担
」
の
明
確
化

を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

（
２
）
複
雑
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
施
策
の
推

進
ア　

市
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握

を
す
る
た
め
、
広
聴
機
能
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
の
柔
軟

性
、弾
力
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

イ　

市
民
要
望
の
強
い
施
策
に
つ

い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
つ
つ
、
事
業
の
必
要
性

と
重
点
性
に
留
意
し
ま
す
。

（
３
）
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
の

推
進

ア　

市
民
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て

行
政
に
参
加
す
る
機
会
の
拡
充
を

検
討
す
る
な
ど
、
市
民
参
加
に
よ

る
開
か
れ
た
市
政
運
営
を
進
め
る

と
と
も
に
、
参
加
者
層
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

イ　

座
間
市
行
政
手
続
条
例
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
行
政
の
公
正
性

と
透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
許

認
可
等
の
事
務
手
続
の
簡
素
化
、

処
理
日
数
の
短
縮
化
な
ど
市
民
の

権
利
利
益
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

ウ　

広
報
紙
、
情
報
公
開
制
度
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

た
行
政
情
報
の
提
供
や
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
を
進
め
、
行
政
へ
の

市
民
理
解
を
高
め
る
と
と
も
に
市

民
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

�（
１
）
財
政
運
営
の
効
率
・
健
全

化
ア　

経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底
的

な
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
節
減
合

理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
予
算
の

厳
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

イ　

市
の
保
有
財
産
の
内
容
を
精

査
し
、
将
来
に
わ
た
る
活
用
を
十

分
に
検
討
し
、
貸
付
や
転
用
等
の

●３
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

●
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

図
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
が
総

合
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

（
２
）
民
間
活
力
の
導
入

ア　

本
市
で
は
、
会
館
等
の
公
共

施
設
の
管
理
、高
度
な
専
門
知
識
・

技
術
を
要
す
る
業
務
に
つ
い
て
、

民
間
や
外
郭
団
体
等
へ
の
委
託
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
行
財

政
運
営
の
効
率
化
や
行
政
責
任
の

確
保
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
の
観
点
か
ら
適
当
と
考
え
ら
れ

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

民
間
等
へ
の
委
託
を
進
め
ま
す
。

イ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
留

意
し
つ
つ
、
広
く
地
域
の
活
力
を

導
入
す
る
と
同
時
に
、
競
争
原
理

に
よ
る
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
ま

す
。

ウ　

新
た
な
雇
用
の
創
出
や
地
域

経
済
活
性
化
の
側
面
か
ら
も
、

リ
ー
ス
方
式
の
活
用
な
ど
に
よ
る

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し

ま
す
。

（
３
）
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

ア　

行
政
に
対
す
る
市
民
の
評
価

は
、
窓
口
や
仕
事
の
現
場
に
お
け

る
対
応
に
左
右
さ
れ
る
面
が
大
き

い
た
め
、
そ
の
こ
と
を
職
員
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
、
適
切
な
接
遇

の
徹
底
に
当
た
る
な
ど
、
そ
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

イ　

行
政
情
報
の
電
子
化
と
そ
の

総
合
的
な
利
用
、
事
務
事
業
の
シ

ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
を

進
め
ま
す
。

ウ　

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目

指
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
文
化
施
設
等
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
ま

す
。

（
４
）
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入

　

事
業
の
有
効
性
や
効
率
性
等
を

可
能
な
限
り
数
値
化
し
て
、
事
務

事
業
の
改
革
・
改
善
を
推
進
す
る

た
め
の
手
法
と
し
て
、
事
業
評
価

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

（
５
）
職
員
の
能
力
開
発
等
の
推

進
ア　

職
員
一
人
ひ
と
り
に
事
務
改

善
の
必
要
性
を
十
分
浸
透
さ
せ
る

と
と
も
に
、
職
員
提
案
な
ど
に
よ

る
自
発
的
な
事
務
改
善
を
行
う
職

場
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
こ
れ

を
行
政
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、

再
構
築
に
結
び
つ
け
て
、
公
務
能

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

イ　

地
方
分
権
時
代
の
な
か
に

あ
っ
て
、
職
員
の
政
策
形
成
・
創

造
的
能
力
、
生
産
性
及
び
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
職
場
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
職
員
研
修
体
制
の
整
備

第
三
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱（
案
）

が
で
き
ま
し
た

行
政
改
革

●１
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

（
１
）
事
務
事
業
の
合
理
的
・
効

率
的
な
見
直
し

ア　

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
既
に
計
画
し
、

又
は
着
手
し
た
事
業
等
で
あ
っ
て

も
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
り

所
期
の
目
的
を
達
し
た
も
の
な

ど
、
必
要
性
、
効
果
等
を
十
分
に

勘
案
し
て
そ
の
事
業
の
廃
止
・
統

合
・
縮
小
な
ど
の
徹
底
し
た
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

イ　

事
務
事
業
の
計
画
・
執
行
に

当
た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
各
部

局
間
の
横
断
的
な
連
絡
・
調
整
を

行
い
、
様
々
な
コ
ス
ト
の
削
減
を

●１
将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権
型
の

行
財
政
運
営
の
推
進

計
画
的
な
有
効
活
用
を
図
り
ま

す
。

（
２
）
財
政
基
盤
の
強
化

ア　

地
域
経
済
活
性
化
等
に
よ
る

税
収
確
保
策
を
研
究
す
る
と
と
も

に
、
地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
に
即
し
た

地
方
税
財
源
の
充
実
・
拡
充
を
国

に
要
望
す
る
な
ど
、
自
主
財
源
の

強
化
を
図
り
ま
す
。　

イ　

受
益
と
負
担
の
公
平
の
確
保

を
図
る
観
点
か
ら
、
各
種
補
助
金

等
に
つ
い
て
そ
の
効
果
を
見
極

め
、
抜
本
的
な
整
理
合
理
化
を
今

後
も
推
進
し
ま
す
。

ウ　

地
方
税
に
つ
い
て
は
収
納
率

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
他

の
収
入
に
つ
い
て
も
受
益
者
負
担

の
適
正
化
等
に
努
め
る
な
ど
、
自

主
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

エ　

公
共
工
事
に
係
わ
る
入
札
・

契
約
手
続
き
と
そ
の
運
用
に
つ
い

て
は
、透
明
性
と
公
平
性
の
確
保
、

適
切
な
入
札
方
式
の
採
用
等
に
よ

り
改
善
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
企
業
会
計
手
法
の
導
入

　

多
様
な
資
産
と
負
債
の
残
高
を

対
照
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財

産
状
態
を
分
か
り
や
す
い
も
の
と

し
、
今
後
の
財
政
健
全
化
を
進
め

る
指
標
と
な
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

な
ど
の
企
業
会
計
手
法
に
対
す
る

（

）
時
代
に
即
応

た
組
織

機
構
の
見
直
し

ア　

組
織
・
機
構
の
簡
素
、
合
理

化
に
一
層
努
め
、時
代
に
即
応
し
、

か
つ
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
組

織
・
機
構
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

イ　

行
政
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
及
び
高
度
化
に
適
時
、
適

切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
施
策

を
総
合
的
、
機
能
的
に
展
開
で
き

る
組
織
・
機
構
の
確
立
に
努
め
ま

す
。

（
５
）
公
社
等
外
郭
団
体
の
効
率

的
運
営
及
び
改
善

ア　

既
設
の
外
郭
団
体
に
つ
い
て

は
、
団
体
の
自
主
・
自
立
性
と
透

明
性
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
よ
り

企
業
経
営
的
な
感
覚
に
立
っ
た
効

率
化
、
活
性
化
の
推
進
を
図
る
よ

は

民
間
や
公
社
等
で
当
該
業
務

が
対
応
可
能
か
精
査
す
る
と
と
も

に
、
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

（
６
）
定
員
管
理
、
給
与
制
度
の

適
正
化

ア　

定
員
管
理
計
画
で
掲
げ
た
数

値
目
標
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
着
実

に
実
行
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
増
大
に

は
十
分
な
検
討
を
加
え
て
定
員
増

を
抑
制
し
つ
つ
、
適
正
な
職
員
定

数
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

イ　

給
与
水
準
の
適
正
化
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
適
正
な
給
与
制

度
の
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工

夫
し
て
、
定
員
状
況
、
職
員
給
与

の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

や
人
事
交
流
等
を

推
進
し
ま
す
。

（
６
）
広
域
行
政

へ
の
対
応

　

近
隣
市
町
村
と

共
同
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
行
政
運

営
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
と
推
察
さ

れ
る
分
野
に
つ
い

て
は
、
相
互
利
用

や
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
効
果
等
を
検
討

し
ま
す
。

�（
１
）
責
任
領
域

と
役
割
分
担
の

見
直
し

　

行
政
が
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
主
体
で

あ
る
こ
と
の
役
割

が
薄
れ
た
も
の
、

民
間
が
担
う
こ
と

が
適
当
な
も
の
、

●２
市
民
と
協
力

し
て
進
め
る

市
政
の
確
立

　

こ
の
行
政
改
革
大
綱
は
、
本
市

に
お
け
る
行
政
改
革
の
進
む
べ
き

方
向
性
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
理

念
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
、今
後
は
市
議
会
を
は
じ
め
、

広
く
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
行
政
改

革
の
着
実
な
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

�
　

行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
原
則

と
し
て
平
成
十
三
年
度
か
ら
十
五

年
度
ま
で
の
三
カ
年
に
わ
た
る
実

●１
実
行
計
画
の
策
定

行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

�
　

こ
の
大
綱
及
び
実
行
計
画
に
基

づ
く
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
行
政
改
革
の
進
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者

な
ど
で
構
成
す
る
「
座
間
市
行
政

改
革
審
議
会
」
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
広
報
ざ
ま
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
市
民
に
公

表
し
ま
す
。

� ●２
進
ち
ょ
く
状
況
の
報
告
と

公
表

●３
庁
内
推
進
体
制

　

行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
、市
長
を
本
部
長
と
す
る「
座

間
市
行
政
改
革
推
進
本
部
」
の
下

部
組
織
で
あ
る
「
改
革
改
善
検
討

委
員
会
」
に
お
い
て
、
効
果
的
な

進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
な
課
題
に
つ
い
て

は
、
庁
内
組
織
を
横
断
し
た
「
改

革
改
善
専
門
部
会
」
で
検
討
す
る

と
と
も
に
、
各
課
等
に
配
置
さ
れ

て
い
る
行
革
・
地
方
分
権
推
進
員

な
ど
を
活
用
し
て
、
全
庁
を
挙
げ

て
改
革
・
改
善
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
行
政
を
目
指
し
ま

す
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

へ
向
け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
）

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
に
よ
り
、

上
・
下
水
道
台
帳
の
閲
覧
も
迅
速
に
な
り
ま
し
た
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Ⅰ
◆
行
政
改
革
の
推
進
に
向
け
て

Ⅱ
◆
基　

本　

方　

針

　

ま
た
、
変
革
の
時
代
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
後
と
も

積
極
的
に
行
財
政
運
営
の
改
革
・

改
善
と
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
方
自
治
体
と
し
て
の
独
自

の
創
意
、
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、

市
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
つ
つ

行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
行

　

本
市
で
は
、
従
来
か
ら
よ
り
良

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
昭
和
六
十
年
九
月
に
は
第
一

次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱
を
、
そ

し
て
平
成
八
年
三
月
に
は
第
二
次

座
間
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
ま
た
、
第
三
次
座
間
市
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
（
平
成
三
年

度
〜
十
二
年
度
）な
ど
を
通
じ
て
、

「
行
政
改
革
は
行
政
が
常
に
持
ち

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

基
本
姿
勢
の
下
に
、
行
財
政
運
営

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
改
革
・

改
善
、
適
正
化
に
間
断
な
く
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
況
は
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
経
済
全

般
に
わ
た
る
大
き
な
変
革
の
時
期

に
直
面
し
、
新
た
な
改
革
・
改
善

へ
の
課
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
世
紀
を
迎
え
、
本
市
に
お

い
て
は
、
市
民
に
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
に
身
近
な
行

政
が
提
供
す
る
と
い
う
地
方
分
権

の
趣
旨
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
自

己
決
定
と
自
己
責
任
の
原
則
を
踏

ま
え
、
今
後
の
行
財
政
運
営
や
施

策
の
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
第
三
次
座
間
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画（
最
終
年
度
・

平
成
二
十
二
年
度
）
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に

対
応
で
き
る
体
質
の
強
化
を
図
り

つ
つ
、本
市
の
将
来
像
で
あ
る「
み

な
ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和

す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
づ
く
り

の
実
現
を
目
指
し
た
諸
事
業
の
効

果
的
な
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

�
　
　
　

　

地
方
分
権
に
向
け
た
取
り
組
み

が
本
格
化
す
る
な
か
、
地
方
自
治

の
新
時
代
を
市
民
と
と
も
に
切
り

開
き
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
期
待
に 
応 
え
る
た
め
に

こ
た

も
、
従
来
の
考
え
方
や
慣
習
に
捕

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
経
営
感
覚
を
磨
き
、
地

方
分
権
時
代
に
即
応
し
た
行
政
改

革
へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●２
行
政
改
革
大
綱
の
趣
旨

政
改
革
を
全
職
員
が
一
丸
と
な
り

総
合
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
行
財
政
環
境
の
動
向
、
従
来

の
行
政
改
革
の
成
果
等
を
踏
ま
え

つ
つ
、
行
財
政
運
営
全
般
に
わ
た

る
総
点
検
を
行
い
、
お
お
む
ね
平

成
十
七
年
度
を
目
標
と
し
た
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
そ
の
基
本

方
針
と
重
点
事
項
を
示
す
こ
と
と

し
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
行
財
政
運
営
上
の
諸
課
題
を

考
慮
し
、
次
の
三
項
目
を
基
本
方

針
と
し
て
掲
げ
て
、
そ
の
具
現
化

に
努
め
ま
す
。

�
　

地
方
分
権
は
、
国
と
地
方
自
治

体
が
分
担
す
べ
き
役
割
を
明
確
に

し
、
地
方
自
治
体
が
自
主
性
、
自

立
性
を
高
め
て
、
個
性
豊
か
で
活

力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を

図
る
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

革
命
な
ど
社
会
情
勢
の
急
激
な
変

●１
将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権

型
の
行
財
政
運
営
の
推
進

化
の
な
か
、
行
政
課
題
へ
の
対
応

は
市
民
に
身
近
な
地
方
自
治
体

が
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
地
方
分
権
時
代
に
対
応

で
き
る
職
員
の
意
識
改
革
を
図

り
、
徹
底
的
な
事
務
事
業
の
見
直

し
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
行
政
課
題
や
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
展
開

し
、
そ
の
成
果
を
市
民
生
活
に
反

映
す
る
と
と
も
に
、
一
層
の
創
意

工
夫
と
地
方
分
権
で
獲
得
し
た
自

己
決
定
権
を
活
用
し
、
新
た
な
時

代
に
適
合
し
た
行
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

�
　

多
様
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
な
ど
に
対
し
、
市
民
と
行
政
が

理
解
と
協
力
の
も
と
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

●２
市
民
と
協
力
し
て
進
め

る
市
政
の
確
立

（
３
）
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
の

推
進

●
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

て
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
へ
の
市
民
参
加
の

拡
充
を
図
る
た
め
、
情
報
の
提
供

や
行
政
手
続
の
充
実
な
ど
に
努
め

ま
す
。

�
　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
る

新
た
な
行
政
課
題
な
ど
、
増
大
す

る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

適
切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
従
来
の
財
政
運
営

方
法
や
事
務
事
業
に
捕
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

果
的
に
活
用
し
た
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
、
組
織
・

機
構
の
簡
素
化
な
ど
に
努
め
、
ま

た
、
財
政
運
営
の
健
全
化
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
も
、
行
政
効
果
等

を
精
査
し
、
受
益
と
負
担
の
公
平

性
と
公
正
性
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

●３
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

第三次座間市
行政改革大綱（案）に対する
ご意見・ご提案をお寄せください
　大綱（案）は、この紙面のほか、市役
所１階市民情報コーナー、各出張所、各
コミュニティセンター、市公民館、北・
東地区文化センター、市立青少年セン
ター、市民体育館、市立図書館や、イン
ターネットのホームページでもご覧いた
だけます。
　ご意見・ご提案をお寄せいただく際に
は、上記各公共機関に備え付けの「意見・
提案用のハガキ」または、電子メールな
どで下記までお送りください。なお、改
革・改善に対する具体的な提案も、同様
にお待ちしています。
○あて先
《郵送》
〒２２８－８５６６ 座間市企画部企画政策課

《電子メール》
ks-zama2@ny.airnet.ne.jp

○受付期間　１２月５日（火）まで

　

市
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
た
第
二
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱
の
後
を
受
け
、

本
市
に
お
け
る
新
し
い
世
紀
の
行
政
改
革
の
進
む
べ
き
方
向
性
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
、
新
た

な
第
三
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱
を
本
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。
現
在
、
第
三
次
座
間
市
行
政

改
革
大
綱
（
案
）
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
座
間
市
行
政
改
革
審

議
会
（
清
水
完
至
会
長
）
に
諮
問
を
し
、
審
議
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
大
綱
（
案
）
の
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
、
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提

案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
提
案
方
法
に
つ
い
て
は
、
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
８
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

第
三
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱（
案
）

が
で
き
ま
し
た

行
政
改
革

●１
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

●
将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権
型
の

行
財
政
運
営
の
推
進

研
究
と
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

（
４
）
時
代
に
即
応
し
た
組
織
・

機
構
の
見
直
し

ア　

組
織
・
機
構
の
簡
素
、
合
理

化
に
一
層
努
め
、時
代
に
即
応
し
、

う
指
導
に
努
め
ま
す
。

イ　

外
郭
団
体
の
設
立
に
際
し
て

は
、
民
間
や
公
社
等
で
当
該
業
務

が
対
応
可
能
か
精
査
す
る
と
と
も

に
、
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

●
市
民
と
協
力

し
て
進
め
る

市
政
の
確
立

●
実
行
計
画
の
策
定

●
進
ち
ょ
く
状
況
の
報
告
と

公
表

●
庁
内
推
進
体
制
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傷病・住宅災害の見舞金、死亡弔慰
金、永年勤続慰労金などの給付
◇貸付あっせん事業　５０万円を限度に
生活資金の貸付あっせん（償還期間
３６カ月以内）
　詳しくは、同サービスセンター事務
局（担当課内）へ。
担当　　　　　　　　　　　　産業課
　�０４６（２５２）７６０４・FAX０４６（２５５）３５５０

　知的障害者通所更生施設「市立もく
せい園」では、地域交流の一環として
音楽家を招き、歌や演奏を楽しんでい
ただこうと、今年も「もくせいコンサ
ート」を開催します。多くの皆さんの
ご来場をお待ちしています。
○と　き　１２月１日午後１時３０分～
　（午後１時開場）
○ところ　市民文化会館小ホール
○内　容　歌とピアノ演奏
○演奏曲目　天使のセレナーデ、エ
リーゼのために、トルコ行進曲ほか
○費　用　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　市立もくせい園
　�０４６（２５３）０８０４・FAX０４６（２５４）７７１７

○と　き　１２月５日午前９時～正午
　（午前８時５０分～受け付け）
○ところ　市民体育館
○内　容　応急手当ての重要性、心肺
 蘇 生法（心臓マッサージ・人工呼吸）
そ

の習得、止血法ほか
○持ち物　筆記用具
○定　員　３０人（先着順）
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　市消防署管理室

�０４６（２５６）２２１１内線３３３

　石油ストーブなどの暖房器具は、取
扱説明書をよく読み、次のことに注意
して安全に使いましょう。
①ストーブには、燃えやすい物を近づ
けないようにしましょう。
②石油ストーブに給油する際には、必
ず火を消し、適した燃料を使用しま
　しょう。
③石油ストーブのカートリッジタンク
のふたはしっかり締めましょう。
④ストーブの近くでは、子供たちを遊
ばせないようにしましょう。
⑤就寝時や外出時には、必ずストーブ
を消火しましょう。
担当　　　　　　　市消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３４

○と　き　１１月３０日午前１０時～１１時３０
分
○ところ　市民文化会館２階大和室
○対　象　１０カ月～１歳２カ月児の親
子
○定　員　２０組（先着順）

○テーマ　悪質商法と契約について
○と　き　１１月２８日午前１０時～正午
○ところ　市立図書館講座室
○講　師　弁護士　飯島康博さん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　４０人（先着順）
○申込方法　１１月２４日までに電話で担
当へ
担当　　　　　　　　　　市民生活課
　�０４６（２５２）８１５８・FAX０４６（２５５）３５５０

　市では、平成１３・１４年度の入札参加
登録の受け付けを、次の日程で実施し
ます。登録を希望される方は、手続き
をしてください。
○対象者　工事請負業者､委託業者（地
質調査、測量、設計、監理およびそ
の他の業者）､物品販売業者、不用物
品買受業者
○申請書類　１２月１９日～２７日、平成１３
年１月９日（火）～１５日（月）に市役所
４階第１会議室にて、１業種につき
１部４００円で販売（土曜・日曜日を
除く）
○受付日時　平成１３年１月１８日（木）～
２月２３日（金）の午前９時～１１時３０
分、午後１時～４時の間で担当が指
定した日時（混雑を避けるため受付
日時は、申請用紙販売の際に指定さ
せていただきます）
○受付場所　市役所４階第３会議室
※指定した日時以外は受け付けしませ
ん。また、郵送による申請もできませ
んので、十分にご注意ください。
担当　　　　　　　　　　契約検査課
　�０４６（２５２）７０７１・FAX０４６（２５５）３５５０

　市勤労者サービスセンターは、中小
企業で働く方たちの福利厚生と事業所
の発展援助を目的とした団体です。個
人単位でも加入することができますの
で、この機会にご加入をお考えになっ
てみてはいかがでしょうか。
＜対象＞
◇事業所単位での加入　市内に事業所
がある中小企業の勤労者と事業主
◇個人単位での加入　市内の中小企業
に勤務する勤労者や、市内在住で市
外の中小企業に勤務する勤労者など
＜主な事業内容＞
◇福利厚生事業　宿泊施設の利用助
成、各種チケットあっせん、バスツ
アーなどの開催、人間ドック費用の
一部助成
◇給付事業　結婚・出産・入学祝金、

普通救命講習会

消費生活講座

入札参加登録受付のお知らせ

もくせいコンサート

石油ストーブなどを安全に
使いましょう

市立青少年センター
�０４６（２５３）８４１１　�０４６（２５９）２１６３

○内　容　①子供の心を育てる育児と
は？②たっぷり遊んで、食べて、寝
るシンプルな子育て③お友だちや子
育てのネットワーク作り④わらべ唄
でスキンシップほか
○講　師　マッコー保育園園長　藍原
益子さん
○申込方法　電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
　�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　１２月２日午後２時～４時３０
分（午後１時３０分～受け付け）
○ところ　市民文化会館小ホール
○テーマ　見直そう地域を　育てよう
ふれあいを
○内　容　中学生の主張コンクール入
選者発表、記念講演ほか
○主　催　市青少年問題協議会
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　市青少年芸術祭実行委員会と市教育
委員会では「青少年の手で郷土に新し
い芸術文化の波を」をテーマに、市内
のアマチュア劇団による「ゆかいな人
形のフェスティバル」を開催します。
　幼児や児童を対象とした人形劇を、
お友達やご家族お誘い合わせの上、ご
鑑賞ください。
○と　き　１１月２６日午後１時～３時３０
分
○ところ　市民文化会館小ホール
○出　演　しゃぼん玉、うさぎ、ぽっ
ぷこ～ん！、おもちゃ箱、おもちゃ
箱キッズ、ふしぎなポケット
○費　用　無料
○入　場　自由
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　市民体育館（スカイアリーナ座間）
トレーニング室では、専門知識を有し
た専属のトレーナーによる「健康運動
相談」を実施しています。
　また、バランスボールとチューブを
使用した「バランスＢ教室」、ダンベ
ルなどを使用した「フィットネス教
室」、柔軟運動による「ストレッチ教室」
などのミニ教室も開催していますので
ご活用ください。
　利用方法など詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　　　市民体育館
　�０４６（２５５）００７７・FAX０４６（２５５）１１８８

○と　き　１２月２日午後１時３０分～
○ところ　市文化福祉会館３階ホール
○テーマ　出合いはいつも、晴れのち
　晴れ
○講　師　港家かもめさん
○費　用　無料

○入　場　自由
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　市障害者団体連合会
　　　　　　　（市社会福祉協議会内）
　�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９

　市では、交通事故など不慮の事故で
被害に遭われた方のために「災害見舞
金制度」を設けています。
　この制度は、掛け金の必要がなく、
市内にお住まいの方であればどなたで
も受けることができます。対象となる
災害は、国内で発生した車両・電車・
船舶・飛行機・火災・風水害および一
般家庭のガス爆発による人身事故など
です。
　ただし、次の場合は対象となりませ
ん。
○被害者または遺族の故意もしくは、
重大な過失や違法行為で発生した災
害を受けたとき
○治療が通院だけのとき
○入院期間が１５日未満のとき
　見舞い金を受けるには、災害が発生
した日から１年以内に、被害者または
遺族の方による申請が必要です。
　詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　　　市民生活課
　�０４６（２５２）８２１８・FAX０４６（２５５）３５５０

市勤労者サービスセンターで
会員募集

心の育児講座
ひとりで悩まないで

第２４回座間市青少年
健全育成大会

青少年芸術祭・人形劇部門公演

市民体育館トレーニング室で
生き生き健康ライフを

障害者の日記念講演会

災害見舞金制度

市内の交通事故件数

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

◆ブックトーク
○と　き　１１月２５日午後２時～
○内　容　｢魔女｣や｢魔女使い｣をテー
マにした本の紹介と楽しい工作
○定　員　３０人（先着順）
○対　象　幼児～小学校低学年
○持ち物　のり、はさみ、折り紙
○申込方法　１１月２２日までに直接また
は電話かファクスで同館へ

◆版画教室
○と　き　１２月２日、３日いずれも午
後２時～４時（全２回）
○内　容　クリスマスカードや年賀状
を木版画で作る
○対　象　小学生
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○定　員　１５人（先着順）
○持ち物　彫刻刀、鉛筆（HB）１本、
タオル、小皿、古歯ブラシ、定規、
エプロン
○講　師　きつつき版画倶楽部の皆さ
ん
○参加費　５００円（材料費）
○申込方法　１１月２８日までに直接また
は電話で同センターへ

◆ひがし子ども映画会
○と　き　１１月１８日午後２時～３時
○内　容　「小さな五つのお話」「田舎
のネズミと都会のネズミ」「美しいさ
いごの一葉」
○対　象　幼児～小学生（幼児は保護
者同伴）
○費　用　無料
○入　場　自由

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

（山本）
○座間苑介護教室
▽とき＝１１月１６日午後１時～３時▽と
ころ＝新田宿・四ツ谷コミュニティセ
ンター▽内容＝中高年の健康管理、リ
フレッシュ体操▽参加費＝無料▽問い
合わせ先＝同苑在宅介護支援センター
�０４６（２５６）９００７
○介護者教室
▽とき＝①１１月１８日②１２月１６日いずれ
も午後２時～▽ところ＝①中心荘第二
老人ホーム（海老名市上今泉４－７－
１）②えびな南高齢者施設（同市杉久
保２２７１－７）▽内容＝痴ほう症状の対
応方法について▽参加費＝無料▽申込
方法＝電話でえびな南高齢者施設�
０４６（２３８）７６８１へ
○ザマ・スキーフェスティバル
▽とき＝１１月２６日午後６時４５分～９時
３０分▽ところ＝市民文化会館▽内容＝
スキー映画上映、スキー用品などの抽
選会（抽選券１枚５００円）▽対象＝ど
なたでも▽問い合わせ先＝市スキー協
会�０４６（２５３）９９８３（星野）
○平成１２年度体験活動ディレクター養
成研修
▽とき＝①１２月９日～１０日〔１泊２日〕
②平成１３年１月２０日（土）～２１日（日）
〔１泊２日〕③２月４日（日）〔日帰り〕
④２月１０日（土）～１１日（日）〔１泊２日〕
⑤３月４日（日）〔日帰り〕▽ところ＝県
立清川青少年の家▽内容＝キャンプを
安全、快適に楽しむための方法を身に
着ける▽対象＝地域指導者、育成者、
行政職員▽定員＝３０人（原則全回参加
できる方）▽参加費＝７０８円（シーツ
クリーニング代）､野外料理材料代実費
負担▽申込方法＝電話で清川青少年の
家�０４６（２８８）２３１９へ
○園芸教室
▽とき＝①１２月３日②１７日いずれも午
後１時３０分～▽ところ＝県立相模原公
園緑の相談所▽内容＝①冬を彩る花鉢
とのつき合い方②サボテンとのつき合
い方▽参加費＝無料▽定員＝いずれも
先着５０人▽申込方法＝①１１月２９日まで
②１２月１日～１３日に電話で同公園緑の
相談所�０４２（７７８）６８１９へ
○桂川・相模川流域シンポジウム
▽とき＝１１月２３日午前１０時３０分～午後
４時▽ところ＝寒川町民センター（同
町宮山１６５）▽テーマ＝清く豊かに川は
流れる～飲み水から桂川・相模川流域
を考える～▽定員＝３００人▽主催＝桂
川・相模川流域協議会、桂川・相模川
流域協議会湘南地域協議会▽問い合わ
せ先＝県環境農政部大気水質課水質調
整班�０４５（２１０）４１２７
○第４回神奈川県産業教育フェア
～専門高校の生徒が作品を展示～
▽とき＝１１月１８日正午～午後５時、１９
日午前１０時～午後４時▽ところ＝新都
市ホール（横浜そごう９階）▽内容＝
農業・工業・商業・水産・看護・福
祉・家庭科で学ぶ高校生の学習成果発
表、ロボット競技、インターネット体
験ほか▽問い合わせ先＝神奈川工業高
校�０４５（４９１）９４６１（笹原）
○第２回ミュージックフェスタin湘南
▽とき＝１２月２４日午後１時～▽ところ
＝市民体育館▽内容＝演奏・ドリルの
祭典▽入場料＝無料▽問い合わせ先＝
座間市少女マーチングバンド事務局�
０４６（２５６）２５９６（伊東）
○育児・介護・家事代行の情報を提供
「フレーフレー・テレフォン神奈川」
　公共から民間までの育児・介護・家
事代行に関する施設・サービス・相談

窓口など、地域の情報を無料でご案内。
▽とき＝月曜～金曜日午前９時３０分～
午後４時３０分▽連絡先＝（財）２１世紀
職業財団神奈川事務所�０４５（８７１）２０２０
○神奈川県民のスケート教室
▽とき＝①１２月２５日～２８日午後５時～
７時３０分②平成１３年１月１３日（土）、２
月２４日（土）、２５日（日）、３月１０日（土）
いずれも午後４時３０分～７時▽ところ
＝向ヶ丘遊園スケートリンク（川崎市
多摩区長尾２－８－１）▽対象＝どな
たでも▽定員＝大人、子供各５０人▽費
用＝５０００円（貸し靴代は別途）▽問い
合わせ先＝神奈川県スケート連盟事務
局�０４５（９４１）７４５７（藤原）
○再就職希望登録者支援事業
　育児や介護などのために退職したけ
れど、将来また働きたい方のカムバッ
クを応援します。
▽費用＝無料▽申込方法＝電話で登録
票を請求▽連絡先＝（財）２１世紀職業
財団神奈川事務所�０４５（６３３）５４３７
○放送大学（教養学部）４月入学・学
生募集
　放送大学は、テレビ・ラジオ・CS
デジタル放送を通じて、自宅で学習で
きる正規の大学です。１８歳以上の人は
誰でも入学でき、１科目だけでも学ぶ
ことができます｡入学金は５０００円から
２００００円、授業料は１単位４５００円です。
▽出願受付＝平成１３年２月１５日（木）ま
で▽募集要項請求先＝〒２３２-００６１横浜
市南区大岡２－３１－１放送大学神奈川
学習センター▽問い合わせ先＝同セン
ター�０４５（７１０）１９１０
○横浜地方法務局大和出張所からのお
知らせ
　１１月２０日から大和市・座間市・海老
名市・綾瀬市に本店あるいは主たる事
務所のある会社・法人の印鑑の証明を
「カード式印鑑間接証明方式」に切り
替える作業を実施します。これに伴い、
印鑑カード交付手続きが必要となりま
すので、お知らせします。
　詳しくは、同法務局大和出張所�０４６
（２６１）２６４５へ

対象＝どなたでも▽会費＝月額５００円
▽連絡先＝�０４６（２５３）１１３０（大野）
◇シルビアバドミントンクラブ
▽とき＝毎週月曜日午後１時３０分～４
時３０分▽ところ＝日産自動車座間事業
所体育館▽内容＝バドミントンを楽し
みながらレベルアップをする（コーチ
指導あり）▽対象＝多少経験者▽会費
＝月額１５００円（別に入会金１０００円）▽
連絡先＝�０４６（２５６）８３２９（竹内）
◇さわやか体操サークル
▽とき＝毎月第１・第２・第３火曜日
午後２時３０分～４時３０分▽ところ＝立
野台コミュニティセンター▽内容＝軽
いリズム体操とコーラスやフォークダ
ンス▽対象＝どなたでも▽会費＝月額
５００円（別に入会金５００円）▽連絡先＝
�０４６（２５７）００２０（伊藤）
◇卓球クラブひまわり
▽とき＝毎週水曜日午前９時～正午▽
ところ＝市民体育館▽内容＝生涯ス
ポーツとして卓球を楽しむ▽対象＝ど
なたでも▽会費＝３カ月５５００円▽連絡
先＝�０４６（２５６）１５５２（安部）
◇小松原ハニーズ
▽とき＝毎週日曜日午前７時３０分～９
時▽ところ＝市立相模中学校グラウン
ド▽内容＝ソフトボールを楽しむ▽対
象＝女性▽会費＝月額１０００円▽連絡先
＝�０４６（２５５）０３６７（伊藤）
◇相武台コミュニティセンターダンス
愛好会
▽とき＝毎月２～３回金曜日午後７時
３０分～９時３０分▽ところ＝相武台コ
ミュニティセンター▽内容＝社交ダン
ス▽対象＝どなたでも（初心者歓迎）
▽会費＝月額１５００円▽連絡先＝�０４６
（２５３）９６２７（飯島）
◇モロハ・フラ・サークル
▽とき＝①毎週月曜日午前９時３０分～
正午②毎月３回金曜日午後７時３０分～
９時▽ところ＝①市民健康センター②
立野台コミュニティセンター▽内容＝
体操、フラダンス▽対象＝どなたでも
▽会費＝入会時相談▽連絡先＝①�
０４６（２５３）２４２６（松尾）②�０４６（２５３）４８７５
（白尾）
◇座間市「手をつなぐ介護者の会」
　同会では､懇談会やレクリェーショ
ン､施設見学､講演会､研修旅行などを
実施しています。
　痴ほうや寝たきりの介護をされてい
る方、ＯＢの方、ボランティアの方の
入会をお待ちしています。
　詳しくは、同会事務局（市社会福祉
協議会内）�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６
（２５１）４１１９へ

◆契約検査課非常勤職員
○募集人員　１人
○応募資格　原則として１８歳以上４０歳
未満で市内在住の健康な方
○業務内容　業者登録申請書類の販売
補助
○採用期間　１２月１９日～２７日、平成１３
年１月９日（火）～１５日（月）
○勤務時間　月曜～金曜日午前９時～
午後４時３０分
○賃　金　時給７３０円～（経験年数によ
り異なる）
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　１１月２２日までに市販の履
歴書（写真添付）に必要事項を記入
の上、本人が直接担当へ持参
担当　　　　　　　　　　契約検査課
　�０４６（２５２）７０７１・FAX０４６（２５５）３５５０

○全国友の会創立７０周年記念展
▽とき＝１１月２２日～２４日いずれも午前
１０時～午後６時（２４日は午後１時）▽
ところ＝グリーンホール相模大野（相
模原市相模大野４－１－１）▽入場料
＝大人５００円、高校生２００円▽問い合わ
せ先＝相模友の会�０４２（７４２）００７１〔昼
間〕�０４６（２５２）５６５６（加藤）〔夜間〕
○クリスマス
ボランティア交流パーティ
▽とき＝１２月１０日午後４時～７時３０分
▽ところ＝東地区文化センター▽内容
＝ボランティア活動に関する交流と
ジャズオーケストラ演奏ほか▽参加費
＝１０００円▽申込方法＝１２月５日までに
同センター�０４６（２５３）０７８１へ
○第２５回台樹書作展
▽とき＝１１月２３日～２６日（２４日を除く）
いずれも午前１０時（２３日は正午）～午
後５時▽ところ＝市民文化会館▽内容
＝書作展▽対象＝どなたでも▽入場料
＝無料▽申込方法＝当日直接会場へ▽
問い合わせ先＝台樹会�０４６（２５１）０９８４

◇座間木彫の会
▽とき＝毎月第１・第３土曜日午前１０
～正午▽ところ＝立野台コミュニティ
センター▽内容＝鎌倉彫を主とする各
種木彫を楽しむ▽対象＝どなたでも
（初心者歓迎）▽会費＝月額２０００円▽
連絡先＝�０４６（２５３）８７１３（内田）
◇ボランティアサークル「ウェーブ」
　障害者の散歩や買い物などの援助を
主な活動内容としている｢ウェーブ｣で
は、新規メンバーを募集しています。
　詳しくは、市社会福祉協議会ボラン
ティアセンター�０４６（２５１）４１１７へ。
◇“男の料理”ミスタークッキング
▽とき＝毎月第３日曜日午前１０時～午
後１時３０分▽ところ＝東地区文化セン
ター▽内容＝食べる楽しさと作る楽し
さを味わう▽対象＝成人男性▽会費＝
月額１２００円▽連絡先＝�０４６（２５４）２９８９
（國分）
◇相模が丘コスモス
▽とき＝毎週木曜・土曜日午前１０時～
正午▽ところ＝相模が丘「なかよし広
場」▽内容＝家庭婦人ソフトボール▽

◇市社会福祉協議会へ
▽１万７０００円＝さがみ野・大矢▽２万
円＝入谷・江成▽２０００円＝ひばりが丘・
匿名▽衣類ほか＝南栗原・田辺▽電動
ベッド＝相模が丘・吉田▽ぞうきんほ
か＝皆原しらかし会▽３０００円＝さがみ
野・福士章子▽５万円＝相武台・上原
良子▽洗濯機ほか＝東原・斉藤▽ぬい
ぐるみ＝入谷・藤田▽４８９４円＝相模健
康センター▽２１５３円＝北出張所▽車い
す＝相武台・片野▽３０万円＝滑川▽２
万６７６８円＝神奈川歌謡友の会▽おむつ
ほか＝斉藤▽３万円＝神奈川本部志塾
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容
＝
む
し

４５

歯
予
防
に
つ
い
て
の
実
習
▽
対
象
＝
１
歳
〜
１
歳
１
カ
月
児

▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
電

話
予
約

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
と
き
＝　

月　

日（
火
）午
前　

時
〜　

時　

分
、　

時　

１２

１２

１０

１０

４５

１０

４５

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

１１

３０

健
康
全
般
に
つ
い
て
、
栄
養
士
・
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま

す
▽
持
ち
物
＝
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

と　

き

　

月　

日（
月
）

１１

２０

　

月　

日（
火
）

１１

２８

　

月　

日（
水
）

１１

２９

と
こ
ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

対　
　

象

　

月
〜
２
月
生
ま
れ

１２

と　
　

き

　

月　

日（
木
）

１１

１６

電　話所在地医　院　名診療月日

外科系

０４６（２５６）００１１相模が丘相模台病院１１月１９日

０４６（２５１）７１７１栗原シータン泌尿器科外科１１月２３日

０４６（２５６）０１８１ひばりが丘ひばりが丘病院１１月２６日

婦人科系

０４６（２５３）３５１１相武台シロタ産婦人科１１月１９日

０４６（２５２）０６２５さがみ野原産婦人科医院１１月２３日

０４６（２５５）３５４１入谷金子産婦人科１１月２６日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター１１月１９日

０４６（２２２）１２５９厚木市厚木町厚木市休日夜間急患診療所１１月２３日

０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター１１月２６日

診　療�救　急�

問い合わせ先

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。
　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
　　　　　　　　    市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。

�休日診療
◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
　�

�

お
知
ら
せ�

内　
　

容

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

と　
　

き

　

月　

日（
水
）

１１

１５

　

月　

日（
金
）

１１

１７

　

月　

日（
月
）

１１

２０

　

月　

日（
水
）

１１

２２

　

月　

日（
月
）

１１

２７

　

月　

日（
水
）

１１

２９

　

月　

日（
火
）

１１

２８

　

月　

日（
木
）

１１

３０

対　
　

象

６
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５６
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

７
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５７
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所　

�
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１

専
門
医
に

よ
る
精
神

保
健
相
談

難
病
患
者
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研

修
（
難
病
基

礎
課
程
�
）

▽
と
き
＝
①　

月　

日（
水
）②　

月　

日（
木
）い
ず
れ
も
午

１１

２２

１１

３０

後
１
時　

分
〜
４
時
▽
と
こ
ろ
＝
①
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
②

３０

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
▽
内
容
＝
心
の
病
気
の
治
療
や
社
会

復
帰
な
ど
の
相
談
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど

の
依
存
症
の
相
談
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽　

月　

日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▽
と
こ
ろ
＝
県
厚

１２

１２

木
合
同
庁
舎
別
館
４
階
A
B
大
会
議
室
▽
対
象
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課
程
修
了
者
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

事
業
に
従
事
し
て
い
る
方
ま
た
は
従
事
す
る
予
定
の
方
▽
定

員
＝　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
受
講
料
＝
１
５
７
５
円
（
テ
キ

５０

ス
ト
代
）
▽
申
込
方
法
＝　

月　

日（
水
）ま
で
に
、
往
復
は

１１

２２

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
勤

務
先
・
所
属
、
経
験
年
数
を
記
入
の
上
、
〒
２
４
３－

０
０

０
４
厚
木
市
水
引
２－

３－

１
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

予
防
課
あ
て
郵
送

　３０歳以上の方で検診をご希望の方
は、協力医療機関に申し出て受診して
ください。

　既に申し込まれた方で診査用書類を
お持ちの方は、指定医療機関で忘れず
に受診してください。

基本健康診査
子宮がん施設検診
11月30日 （木） までに受診を

������

��������

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 中  田 　 瑞 希   ちゃん
なか た みず き

Ｈ１１．９．２４生まれ　女
相武台１丁目

 山 根   　
やま ね

 蒔 琴   ちゃん
ま こと

Ｈ１２．１．２８生まれ　女
東原４丁目

 山  口 　 礼 雅   ちゃん
やま ぐち れ が

Ｈ１２．５．１２生まれ　男
相模が丘５丁目

守守守守守守守守守守守守守っっっっっっっっっっっっってててててててててててててほほほほほほほほほほほほほしししししししししししししいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！ペペペペペペペペペペペペペッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトマママママママママママママナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーー
　市には犬猫のフンの放置、放し
飼い、捨て犬、捨て猫など、依然
としてペットに関する苦情が数多
く寄せられています｡これらの苦
情の多くは、一部の飼い主のマ
ナーやモラルの欠如が原因となっ
ており、地域の皆さんに多大な迷
惑が掛かっています。
　ペットを飼っている方やこれか
ら飼おうとする方は、ペットの習
性を十分に理解した上で、特に次
の点に注意し、清潔で快適な環境
づくりを心掛けましょう。

○犬の鑑札は必ず付ける。
○犬の放し飼いはしない。
○犬を散歩させるときは、
　①必ず引き綱を付ける。
　②必ずフンの始末をする。
《生き物は、愛情と責任を持って、
　　　　最後まで飼育しましょう！！》
◇犬の登録や死亡は
　市民健康課　　�０４６（２５２）７２１３
◇迷い犬や野犬の保護・捕獲は
　神奈川県動物保護センター

�０４６３（５８）３４１１

子育てを
応援します！

　市内の公・私立保育園では、乳
幼児を持つ保護者の相談を受け付
けています。「食事を取らない」「お
むつが外れない」「友達と遊べな
い」といった悩みを保育士と一緒
に考えてみませんか。どうぞ、お

気軽にご相談ください。
○と　き　毎週月～金曜日午前９

時～午後４時
○ところ　市内各保育園
○申込方法　直接各保育園へ
担当　　　児童課�０４６（２５２）７２０２

�０４６（２５２）７０４３

�������

◆リハビリテーション講習会◆

「地域の中で生き生きと暮らすには」
○と　き　１１月３０日（木）午後１時

３０分～３時３０分
○ところ　市民文化会館小ホール
○内　容　元気な老後を過ごすた

めに、どうすればいい
かを考える

○対　象　どなたでも

○講　師　愛名やまゆり園園長　
落合文雄さん

○定　員　３００人
○受講料　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　市民健康課�０４６（２５２）７３１７

�０４６（２５２）７０４３
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